
むかしの田野浦
　昔の田野浦は小さな漁村であった。1751年（寛延4年）
北前船の寄港地となり、風よけ・潮まち・船たで（船底の
補修）の必要性から立地的に重要視された。全盛期には
1年間に800から1,000隻の廻船が寄港した。田野浦の南
北500メートルの通り（郵便局付近～番所の鼻）には、南ノ
町・中ノ町・北ノ町の三町内があり、問屋・船宿・造り酒屋・
遊女屋が軒を連ねた。石工屋・鍛冶屋・造船所も多数あ
り、港町として隆盛をきわめた。 田野浦の古地図


